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一、はじめに
昨年に統いて、 2008 年 3 月 12 日から 15 日ま
で 3 泊 4 日で台湾に資料調査に出かけた。メン
バーは昨年同様、記念センター長の藤田佳久教授、
ポスドクの武井義和さん、 R.A. の石田卓生さんと
私の 4 人が参加した。 12 日早朝に豊橋を出発して、
r1:1部空港を 10 時 15 分に出発。台北には約 3 時間
半で到着した。お天気は曇り空で、湿気を含んだ
生温い風はあまり快適とは言えなかった。
我々一行は、台北の空港からタクシーで国立故
宮博物院に併設の図書：文献館に直行した。
二、国立故宮博物院
国立故宮博物院図書：文献館で見たかった資料
は、清朝の公式文書で、あった。石田さんからの情
報で、米内山庸夫が取り上げていた山旧良政避難
l侍の様子を伝える資本｜ーではないかとのことで、こ
のコピーを入手したかった。
事前に見たい資料は、全てインターネット上
で調べて出かけているので、スムーズに利用する
ことが出来た。しかもラッキーなことに、下記資
料を請求すると図書文献館の研究員である荘吉発
氏に会って話をすることができた。彼は著作物も
多く『清代天地会源流考j 国立故宮博物院 1981 
刊の中（174 p .）で、この公文書を引用してい
る事を教えてくれた。
j京本は当然閲覧不可であったが、資料は電子化
されていて直ぐにコピーして入手することが出来
た。資料内容は下記の通りである。コピー料金は、
75 元であった。
台湾国立故宮博物院所蔵「宮中楢奏摺．光緒朝J
文献編号 408003340
作成者：頭品頂戴兼署雨蹟穂督蹟束巡撫徳寿
文題：「奏為贋東恵州曾匪被外匪旬結飴匪起事派
管剃排獲勝並仰筋捜捕鈴匪情形事（附ー：責成各
管分投捜捕恵州齢匪片）（附二：奏准交卸柳慶鎮
組兵片）（附三：陳蹟東蹄善勝霞涌一帯分界輿設
柄情形片）」
作成時期： 1900 年 11 月 5 日（光緒 26 年 9 月 14 日）
ざっと見たところでは、良政と断言できる文字の
記載は見当たらなかったが、当時の様子が克明に
記されているので、今後この資料を使って論文が
作成されることを期待している。
＊荘古発氏の著作物は、本学では f1背代天地会源流考j 、
『故1=i機案述要』、 f清代秘密合識史研究j など 9 冊の
図書・を収蔵していた。
一国立故宮博物院図書文献館前にてー
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三、中央研究院
3 月 13 日は、中央研究院に出かけた。予め黄
福慶先生に訪問日と時間、及び「東亜同文書院調
査報告書J 稿本の閲覧願いを書いて手紙を出して
おいたが、返事をいただくことが出来なかった。
我々は最初に近代史研究所に出向いて、黄先生に
連絡を取った。しかしながら黄先生は先約があり、
午後 4 時半にならないと研究室に来られないとの
事であった。従って先に近代史研究所図書館、台
湾史研究所図書館、惇斯年図書館、及び郭廷以図
書館を周ることにした。
①中央研究院近代史研究所では、『支那の曾
審制度j馬場鍬太郎著、『北京大学』鈴木揮郎著、『黄
河上流の水運j 和田平市著を閲覧した。 3 点が 1
冊の本に収められていて、東亜同文書院研究部の
出版物であることに間違いが無かった。目次には
3 つの書名と著者名が記載されているが、全体の
書名は記されていなかった。また奥付けも無かっ
た。目次頁には大正 11 年 8 月 24 日、東E同文書
院研究部より寄贈されたと記されていた。さらに
台湾総督府図書館の蔵書印もあり、どのような形
で上海から台湾へ渡ったのか想復するだけで楽し
し、。
②中央研究院台湾史研究所では、岸田吟香手
記『衛生新編』楽善堂 明治 25 年刊のコピー入
手が出来た。
病状や治痕法など医学百科とも言うべき書で、
因みに「糖尿病J を調べたら「蜜尿病」を見よと
なっていて、男子に多いが原因不明、治療は薬よ
りも穀物や澱粉質、糖質を取らない食事療法が詳
細に書かれていて、現代と同じ治療に驚くと共に、
横浜でヘボンに学んだ吟香は、漢学者、ジャーナ
リストとしても優れた才能を発揮し、医学から目
薬の販売に至る商才も発揮したすごい人だったこ
とを改めて実感した。
る東亜同文会輯の f日俄時局輯録j を見せてもら
う事が出来た。日露戦争時に東亜同文会と清朝の
要人盛宣懐との手紙文である。
昨年は時間の関係上、閲覧することが出来な
かったが、今回は手袋とマスクをつけて藤田先生
が閲覧することを許された。またコピーは 1/ 3 
の範囲で許され、昨年は直接来館する以外は郵送
のサービスはしないと言われたが、今回は 410 元
を先に支払い、航空便で郵送してもらうよう手配
出来た。
また林出賢次郎の『新彊踏査談記録』中亜問
題研究会、昭和 19 年刊も複写することが出来た。
林出は東亜同文書院第 2 期生であり、満洲国皇帝
薄儀に信頼された唯一の日本人としてあまりにも
有名であるが、卒業後 2 度も新彊地方に調査旅行
をした体験談を語っていて、大変興味深い資料を
発掘したと患っている。
いずれも圏内の大学・研究機関で所蔵していな
い貴重な資料であった。
他に近衛文麿述『近衛公清談録j 伊藤武編、千倉
書房、昭和 12 年もコピーで入手できた。
また第 2 代院長の杉浦重剛の『倫理書j や『題
髄真義』は、あまりに大きな分厚い資料だったの
で、確認するに留めた。
一中央研究院近代史研究所にてー
④中央研究院郭廷以図書館は、 3 月 20 日ま
③中央研究院傭斯年図書館では、貴重書であ で蔵書移転のため閉館中で資料を閲覧すること
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が出来なかった。ここでは『近衛手記：日本政界
二十年j と東亜同文書院教授の小竹文夫著 f近代
支那経済史研究』を調べたいと思っていたが、残
念だった。
午後 4 時半になり、黄福慶先生と面談の約束時
聞が来た。先生は昨年も「東亜同文書院調査報告
書の稿本を中央研究院で見た」と言われたので、
私は中央研究院の Opac では検索が出来なかった
と告げたが、今年も既に図書館の閉館時間となっ
ていて、稿本を確認する事は出来なかった。その
他に黄先生から中央研究院における中国近代化の
グループの中で、「大旅行調査報告書」を利用し
て発表した 5 名の研究者と書籍名を教えていた
だくことが出来た。張朋園・王樹楓・蘇雲峰・李
国却・張玉法の 5 名について、早速帰国後本学の
Opac を調査したところ、いずれも国際問題研究
所に収蔵していたので、早いうちに内容を確認す
ることとした。
黄先生のお話に時間が経つのを忘れていたが、
先生は 5 時半から会議があったので、急ぎ研究室
を退出した。
＊黄先生が言われた「調査報告書」の稿本の件につい
ては、もしかしたら国立中央闘書館台湾分館で、以前
に閲覧した第 1 固から第 6 回（第五期生から第十期生）
の調査報告書の事であったかもしれない。なぜならば、
『東E同文会支那調査報告書j の 1 巻と 2 巻について
は、中央研究院の台湾史研究所収蔵となっていたが、
実際には分館に返却したと国管館職員が言っていた。
また国立中央図書・館台湾分館の Opac を検索した際に
も、これは中央研究院に行っていると言われた。基準
は分からないが、お互いに資料の往来があるようであ
る。
3 月 14 日は、まだ中央研究院の民族学研究所
の図書館を訪問していないので、行くべきか迷っ
たが、より多くの未見資料のある国立台湾大学と
国立図書館（国立中央図書館台湾分館）に出かけ
ることにした。
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園、国立台湾大学
国立台湾大学では、『在支那外人設立学校概観j
大村欣一著、『重慶宜昌聞の交通j 千原楠蔵著、『上
海に於ける醤油製造法j 後藤貞治著東亜同文書
院研究部、大正 10 年刊を確認した。
三つのタイトルが 1 冊本として収められてい
て、大村は東亜同文書院の教授であり、千原と後
藤はいずれも第 1 8 期生の学生と記されていて、
本学にあるべき本が収蔵できたことを大盗嬉しく
思った。大村の『在支那外人設立学校概観』は、
当時の中国における外国学校が詳細に書かれてい
て、私も読んでみたい資料であった。
また第 4代院長の大津麟平の著作物は本学には
全く収蔵が無かったので、コピーではあるが『理
審策原議j 大正 3 年を入手できたのは、意義深い
ものがある。
御幡雅文の f橿語便商：ー名．上海語j は、 2
種類あり中国語で書かれた本と日本語の書き下し
文の本がセットになっている実務書で、今後上海
語を研究する上で格好の資料となるであろう。御
幡は熊本鎮台で荒尾精に中国語を教えた縁で、日
清貿易研究所の創立に参加し、東亜同文書院の初
期に北京語と上海語を教えた人である。
国立台湾大学はいかにも世界に誇る大学である
といった趣で、古い西洋的な建物がすばらしいと
思った。また正門からまっすぐに伸びた道路の両
脇には、木立が並ぴその遥か向こうの正面が図書
館の建物である。いかにも図書揺が大学の中心で
あるといった雰囲気が漂う建物であった。もう少
しこのアカデミックな大学らしい雰囲気の中に身
を置きたいと後ろ髪を引かれる思いで台湾大学を
後にした。
五、居立台湾図書館＝国立中央図書館台湾分館（旧
台湾総督府図書館）
国立台湾図書館に一昨年出かけた時には、古い
資料のコピーは本が痛む事を配慮して自分のデジ
カメを使用して無料で撮れるようになっていて驚
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一国立台湾大学図書館前にてー
かされたが、今年はコピーがかなり制限されてい
た。著作権を守るとの国の方針変換で、自由に複
写することは許されなかった。
岸田吟香の『台湾信報』と近衛文麿手記『太平
洋戦争勃発まで』のコピーを入手したかったが、
いずれも 1 /3 しか入手が出来なかった。今後は
より一層古本調査に努めたいと思った。
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六、終りに
3 泊 4 日はあっという聞に終わってしまった。
朝はホテルを 9 時半出発、終日資料集めに奔走し
夕食が終わると午後 8 時をとっくに過ぎていた。
それから藤田先生はじめ若い彼らは書店街に操り
出し、毎日大量の書籍を購入してきた。特に藤田
先生の書籍に関する購入癖はエネルギッシュで止
まることが無かった。先生は腰痛もあるし、 3 月
上句は体調を崩されていたのだから、程々にすれ
ば良いのにと余計な事を考えていた。またあの中
の何冊かは既にダフ’って購入しているのではない
か？と心配しながら、冷ややかに見ていた私で
あった。因みに私はと言うと、コピーした大量の
資料は全て私のスーツケースに収められて大事に
持って帰って来た。お陰様でこれ以上何も入らな
い状況だ、った事を記して言い訳としたい。
これらのコピー資料は、今後製本し記念セン
ターに収蔵する事となる。より東亜同文書院関係
資料の充実と若手育成など研究体制が整う事が期
待されている。
